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饒
　
．
鶏
　
－
聲

　
昭
和
の
世
も
早
や
七
年
の
春
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R

け
π
。

　
　
　
暁
鶏
聲

　
勅
題
の
偶
意
奈
邊
に
あ
る
か
、
今

迩
眠
れ
る
日
本
は
駆
の
鶏
の
醗
に
目

醒
め
な
け
れ
ば
な
ら
繍
o

　
雄
々
し
く
も
胴
ば
だ
き
を
し
て
、

一
聲
高
く
嶢
を
告
ぐ
る
標
は
誠
に
頼

母
し
き
限
り
で
は
な
い
か
、
人
々
よ

醜
に
起
る
鶏
藤
「
を
聞
い
て
夢
を
醒
ま

せ
、
然
し
て
自
畳
せ
よ
。

　
磐
年
の
暮
に
起
つ
π
政
鍵
は
我
轟

業
界
に
も
大
き
な
シ
ヨ
ッ
ク
を
與
へ

だ
、
株
式
こ
い
は
す
綿
縣
米
穀
ε
い

は
す
，
相
瘍
は
物
凄
い
暴
騰
を
演
じ

陀
、
金
再
禁
止
謳
歌
の
熟
狂
人
氣
は

糠
式
市
場
で
は
立
會
の
中
止
を
演

じ
、
事
業
界
で
は
休
機
が
動
き
出
す

ご
い
ふ
狂
態
で
あ
る
Q
．

　
こ
の
景
氣
が
金
喩
再
禁
止
の
花
め

で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
圓
貨
低
落
よ
り

物
債
は
上
り
輸
田
晶
生
練
の
値
段
の

奔
騰
も
必
然
的
の
も
の
で
は
あ
る
、

然
し
な
が
ら
世
界
的
好
況
來
に
も
あ

ら
す
生
縣
の
み
の
慣
値
が
上
つ
π
わ

け
で
も
な
い
、
こ
の
相
蕩
は
漸
次
訂

正
暦
れ
る
ざ
き
が
來
る
に
違
ひ
な

い
、
か
つ
て
フ
ー
バ
ー
爆
氣
を
論
じ

π
ε
同
じ
に
、
一
つ
の
警
告
を
附
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
へ
ね
ば
な
ら
澱
、
瀕
死
の
事
業
界
に
｝

與
へ
ら
れ
花
一
本
の
カ
ン
フ
ル
注
射

が
、
徒
ら
に
病
人
を
元
氣
つ
け
泥
ご

簾
撫
麗
欝
親
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
醤
年
末
に
上
つ
花
峰
火
に
眩
惑
せ
一

罐
後
懸
翻
灘
紹
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
冬
人
が
反
省
自
概
し
な
け
れ
ば
な
…

ら
訟
、
ム
ッ
ソ
リ
エ
の
如
き
偉
人
の
…

・
出
で
ざ
る
限
り
吾
人
の
期
待
す
る
ε

ご
ろ
は
何
物
も
な
い
、
只
産
業
立
國

策
の
實
行
に
よ
つ
て
経
濟
的
の
慈
境

を
劃
す
べ
ー
新
内
閣
に
望
む
ε
．
・
」

の
も
の
は
あ
る
、
現
時
の
難
局
に
當

り
老
政
治
家
犬
養
氏
の
努
力
に
期
待

蟹
繁
妨
嚇
諮
鋤
糠
観
頓

ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
一

　
満
…
洲
の
野
に
は
批
が
同
胞
が
匪
賊

宣
戦
ひ
．
零
下
三
十
度
の
酷
寒
ピ
戦

一
つ
て
ゐ
る
、
暁
に
響
く
ラ
ッ
パ
の
晋

は
農
村
に
曉
を
告
ぐ
る
鶉
の
盤
ε

同
じ
だ
、
吾
人
は
こ
れ
を
聞
い
て
國

艮
的
信
念
に
目
醒
め
な
け
れ
ば
な
ら

鳳
。

台
灘
の
學
術
的
債
値

　
　
　
　
（
興
の
二
）
・

　
　
　
　
　
　
　
小
林
貫
一

　
塵
北
帝
國
大
學
に
關
す
る
諸
官
制

は
昭
和
三
年
三
月
十
七
日
を
以
て
公

庸
せ
ら
れ
花
。
本
大
學
は
其
の
組
織

は
綜
合
制
で
あ
つ
て
、
主
巴
し
て
人

丈
科
學
蛇
に
自
然
科
學
の
墓
礎
把
る

べ
き
學
部
の
み
を
鐙
い
て
あ
る
。
即

ち
人
交
科
學
に
在
り
て
は
其
の
根
祇

把
る
べ
き
文
學
科
に
配
す
る
に
、
之

ざ
密
接
の
開
係
あ
る
政
治
。
経
濟
、
法

律
に
關
す
る
學
料
を
以
て
文
政
學
部

ビ
な
し
、
自
然
科
學
に
在
り
て
は
之

が
根
祇
だ
る
べ
き
理
學
科
に
配
す
る

に
、
之
ご
密
接
の
關
係
あ
る
農
學
に

關
す
る
學
科
を
以
て
理
農
學
部
ざ
な

し
把
の
で
あ
お
。

　
本
大
學
は
固
よ
り
一
般
科
學
を
研

鐙
　
す
る
を
目
附
ざ
爲
す
の
で
あ
る
が

「
特
に
東
洋
、
南
洋
に
關
す
る
特
色
を

　
螢
揮
す
る
を
必
要
亡
し
て
ゐ
る
。
か

τ
し
て
峯
灘
の
地
位
毒
薯
を
審

か
に
し
、
門
人
文
科
學
は
特
に
東
洋
遣

徳
を
骨
麗
こ
し
で
、
文
明
切
顯
微
、

一
閲
幽
を
勉
め
、
自
然
科
學
は
ヤ
熟
帯

｝
亜
熟
帯
に
於
け
ゐ
特
異
の
事
象
を
講

｝
究
す
る
を
以
て
添
大
學
の
使
命
ざ
し

　
て
ゐ
る
。
從
つ
て
本
大
學
の
學
部
の

一
組
織
噛
講
座
の
配
鐙
、
敷
官
の
人
選

批
に
敏
授
、
指
導
等
に
關
す
る
諸
般

の
方
法
及
施
設
は
、
悉
く
上
述
の
趣

旨
を
以
て
設
立
さ
れ
て
ゐ
る
。

5
臨
o
宏
窃
口
曽
声
冨
は
早
田
博
士
鷺
諜

り
…
英
國
リ
ン
ナ
ー
學
士
院
に
前
世
界

の
遣
生
物
ε
し
て
膿
表
さ
れ
世
の
覗

鶏
を
集
め
π
。
明
治
四
十
編
・
年
に
は

　
　
　
×
　
x
　
×
　
　
　
　
　
　
…
幾
多
採
集
晶
の
比
較
研
究
の
必
要
上

壁
灘
の
植
物
は
領
蜷
前
は
大
雫
、
箪
田
博
士
が
隊
米
の
携
行
し
多
歎
の

多
数
の
英
人
（
毒
ぴ
旦
し
。
藝
冨
一
新
種
を
公
に
し
花
。
此
等
探
集
団
阻
の

○
匡
冨
β
寓
鎚
8
0
ぎ
蜀
o
賦
3
缶
①
聯
－
蒐
集
に
カ
の
あ
つ
花
者
は
故
川
上
氏

蔓
顯
国
o
旨
ロ
昌
ρ
O
器
σ
q
o
受
「
≦
㊤
需
o
誘
∵

9
暑
σ
①
隅
』
冨
露
卑
嬢
）
に
よ
2

て
探
集
さ
れ
π
o
然
し
壁
澱
の
山
地

に
は
蕃
族
が
幡
居
し
て
入
山
が
容
易

で
な
く
、
叉
山
脚
地
方
に
ぽ
猫
猟
な

マ
ラ
リ
ヤ
が
あ
り
泥
る
爲
め
に
殆
ご

海
岸
植
物
の
探
集
に
極
限
せ
ら
れ
て

ゐ
花
。
領
…
・
黛
後
東
京
帝
國
大
學
か
ら

牧
野
氏
．
大
渡
氏
、
三
宅
氏
が
第
一
に

探
集
せ
ら
れ
、
叉
田
代
氏
、
新
家
氏
、

本
田
氏
、
長
澤
民
、
川
上
民
、
横
山
氏
、

矢
野
氏
等
在
盛
の
探
集
家
の
手
に
ょ

識
麟
蟹
麟
ポ
醜
蝿

翻
蟹
慧
無
欝
観
際
墜

有
用
植
物
調
査
會
巴
云
ふ
調
査
機
關
…

が
設
鐙
さ
れ
、
故
川
上
農
翠
十
が
主

任
ざ
な
り
幾
多
の
助
手
に
よ
つ
て
材

料
を
探
藥
し
、
皐
田
理
學
博
士
が
囑

託
さ
れ
て
研
究
に
任
じ
、
明
治
三
土

八
年
に
は
村
田
、
早
田
喪
に
よ
ゑ

早
田
博
士
の
簿
な
る
叢
高
地
堕

物
誌
が
出
て
、
欧
米
人
か
ら
年
久
し
…

く
目
o
欝
お
8
鼠
（
暗
黒
の
地
）
ご
云
｝

は
れ
把
壁
灘
島
も
漸
く
光
明
を
駿
揮
一

す
る
こ
ε
に
な
つ
泥
。
就
中
故
小
西

嫌
吐
籍
瞬
韓
鯵
酸
憂

故
森
氏
、
故
中
井
氏
、
中
原
氏
、
佐
々

木
氏
、
伊
藤
民
等
を
最
芝
す
る
。
而

し
て
こ
れ
等
の
調
査
の
結
果
は
早
田

博
士
の
手
で
壷
灘
植
物
圏
譜
こ
し
十

五
懇
完
結
の
豫
定
で
公
刊
さ
れ
た
が

経
費
緊
縮
の
駕
め
第
九
巻
セ
以
て
打

切
り
ど
な
つ
泥
。
同
圃
説
附
録
藁
灘

植
物
目
録
に
は
顯
花
植
物
三
〇
＝
二

種
、
隠
花
植
物
五
四
七
種
合
計
三
五

山
ハ
○
種
を
載
せ
て
あ
る
。

　
盛
灘
の
植
物
の
分
布
　
早
田
博
士

は
壷
灘
楠
物
圃
譜
第
二
懇
出
版
當
瞬

二
六
六
〇
種
の
植
物
を
蛍
o
日
o
馨
に

よ
つ
て
箕
出
さ
れ
π
。
そ
の
結
果
は

次
の
通
b
で
あ
る
o

　
藁
灘
特
有
系
四
一
二
種
瞬
七
％

－
日
本
系
－
　
　
八
一
二
種
三
四
％

　
南
支
那
系
　
　
八
二
八
種
三
四
％

　
中
甲
央
支
那
系
　
ゐ
ハ
八
山
ハ
一
纏
二
八
，
％

、
北
支
那
系
　
　
二
二
〇
種
　
九
編

　
ヒ
マ
ラ
ヤ
系
　
　
一
山
ハ
〇
　
　
　
七
％

　
印
度
昂
原
系
　
六
一
二
種
二
五
％

　
馬
來
群
血
厨
系
　
謁
ハ
一
一
霊
ハ
種
二
山
ハ
％

，
肖
濃
即
太
利
西
系
　
　
一
一
諏
ハ
種
　
五
％

　
陸
生
の
植
物
は
或
る
特
殊
の
も
の

の
外
は
廣
い
海
を
越
え
て
繁
殖
す
る

こ
巴
は
殆
ざ
出
來
な
い
こ
ε
で
あ
る

一
そ
れ
が
海
を
隔
て
把
甲
乙
爾
地
で
同

じ
櫨
物
を
見
る
か
ら
に
は
、
そ
の
昔

踊
欝
巖
駄
娩
継
饒
隙

ヨ
伽
暮
が
日
本
内
地
ご
爾
支
那
ε
似
彪
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数
字
三
四
％
ざ
あ
る
の
は
同
じ
關
係

で
、
台
濁
海
峡
の
陥
没
も
琉
球
海
床

の
切
断
も
あ
ま
り
年
数
に
相
違
は
な

い
か
ε
見
ら
れ
る
。
而
し
て
そ
の
共

通
柿
が
あ
る
慮
か
ら
見
て
晋
植
物
に

移
動
の
あ
つ
た
事
も
想
像
せ
ら
れ
る

即
ち
地
質
學
上
か
ら
は
第
三
期
に
山

獄
、
大
洋
を
形
成
し
、
氣
候
の
激
継
　
を

家
π
し
北
孚
球
の
大
部
は
氷
山
で
覆

は
れ
、
植
物
は
漸
次
南
下
し
た
Q
唯

厭
羅
巴
は
地
中
海
の
あ
・
つ
だ
爲
め
亜

佛
利
加
に
波
れ
な
い
で
多
数
絶
滅
し

だ
こ
冠
に
な
つ
て
ゐ
る
。
台
澱
が
日

本
ε
連
絡
し
花
際
は
内
地
の
高
緯
度

の
植
物
の
或
も
の
が
台
灘
ま
で
も
移

り
、
そ
れ
が
更
に
高
地
に
蓮
ば
れ
把

も
の
巴
想
像
し
得
ら
れ
る
。
此
の
關

係
は
支
那
で
も
同
一
で
印
度
及
印
度

支
那
ざ
の
關
係
も
同
じ
で
あ
る
◎
台

灘
に
ア
メ
リ
カ
箆
の
日
窪
叶
の
あ
る
の

も
別
に
怪
し
む
に
足
り
な
い
。

　
要
す
る
に
台
溌
櫨
物
賊
系
は
南
支

那
ご
日
本
ε
に
密
接
の
關
…
係
が
あ
る

こ
ご
が
鐸
る
。

　
近
世
ま
で
の
台
濁
の
博
物
界
は

円
①
旨
斜
ぎ
8
鵯
剛
3
（
人
跡
未
踏
の
地
V

で
あ
つ
π
。
然
し
て
日
本
領
含
後
ま

で
も
台
灘
に
關
し
て
有
す
る
哺
乳

類
、
鳥
類
に
關
す
る
智
識
は
殆
ざ
ロ

パ
ー
ト
、
ス
ヰ
ン
ホ
ー
氏
に
負
ふ
所

で
あ
つ
た
。

　
台
灘
の
哺
乳
類
を
見
る
掘
田
有
種

が
四
制
、
南
支
那
種
が
四
制
、
緬
旬

南
洋
諸
島
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
口
本
（
琉

球
を
含
む
）
の
順
位
で
め
る
。
こ
の

事
實
は
晋
台
灘
は
比
律
賓
、
日
本
冠

共
に
大
陸
の
一
郡
で
あ
つ
把
の
が
、

先
づ
比
律
賓
流
球
聞
が
断
だ
れ
、
後

に
支
那
大
陸
ざ
の
間
の
台
灘
海
峡
の

｝難
鱗
躰
難
難
厳
脳
鍛
饗
繭
膿
蝶
轡
嚢

密
で
あ
る
こ
ざ
が
劃
る
。
　
　
　
　
へ
　
魚
類
の
分
類
調
査
は
研
究
が
ま
だ

岸
浩
海
地
方
ざ
の
關
係
が
案
外
少
い

の
は
封
岸
地
方
の
生
存
競
走
は
台
灘

巴
の
共
通
種
セ
絶
滅
さ
せ
セ
の
に
拘

ら
す
台
灘
や
南
支
の
山
地
で
は
安
全

に
そ
の
後
術
を
残
し
陀
尊
實
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
術
内
地
ビ
の
共
池
種

は
八
種
で
中
四
種
は
世
界
的
分
布
を

有
す
る
鼠
で
之
を
除
く
ビ
五
％
ざ
な

る
o

　
之
を
要
す
る
に
台
澱
の
哺
乳
類
は

　
鳥
類
は
飛
翔
す
る
の
で
分
布
上
趣

を
異
に
し
て
ゐ
る
。
最
も
關
係
の
深

い
の
は
矢
張
り
南
支
で
七
〇
9
6
、
南

支
那
海
の
海
面
島
ご
四
五
％
關
係
の

あ
る
の
も
面
自
い
。
訳
は
比
律
賓
で
、

以
下
日
本
、
琉
球
ε
な
り
固
有
種
は

約
二
十
％
こ
な
る
Q
固
有
種
二
〇
％

へ
ご
は
珍
し
く
多
数
で
多
く
は
燕
羅
圓

の
所
謂
留
鳥
に
周
す
る
。
渡
烏
は
シ

ベ
リ
ャ
、
カ
ム
チ
ヤ
ツ
カ
、
W
傑
　
…
洲
四
、

南
洋
も
西
藏
等
ざ
往
來
す
る
の
で
あ

る
o

　
爬
虫
類
中
蛇
類
の
記
載
は
四
五
種

漏
齢
叢
聯
洲
総
課
願
謬

太
の
一
種
に
比
較
す
る
ε
如
何
に
台

満
産
が
多
い
か
が
劃
る
。
塑
諺
。
斡

に
就
て
云
ふ
ざ
固
有
種
が
二
〇
種
で

南
支
共
麺
が
二
七
種
、
南
洋
共
通
が

＝
二
稀
、
印
度
支
那
共
通
一
四
種
、

由
即
庶
…
が
一
一
種
、
　
セ
マ
ラ
ヤ
が
山
ハ
繍
届

沖
縄
が
一
種
で
内
地
巴
の
共
通
種
は

一
つ
も
な
い
o
就
中
毒
蛇
は
海
蛇
を 認

種
、
印
度
種
四
種
、
淋
縄
種
三
種
、
、

｝
中
北
支
那
種
朝
鮮
罧
各
二
種
、
内
地

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
濠
洲
、
布
瞭
臨
各
一
瓢
冒
雄
寸

で
あ
る
o

　
亀
類
は
九
種
で
海
産
を
除
く
ご
五

種
、
内
沖
縄
種
一
種
を
除
い
て
は
南

支
南
洋
種
で
あ
る
。

　
爾
棲
類
は
四
科
十
九
種
で
皆
無
尾

繍
縮
蠣
難
離
鐵
珊
騨

…
行
届
い
て
ゐ
な
い
。
現
布
記
鍛
さ
れ

π
目
録
中
に
口
々
吾
人
の
食
膳
に
上

る
も
の
で
す
ら
漏
れ
て
ゐ
る
も
の
が

あ
る
位
で
あ
る
。

　
爾
無
肴
椎
動
物
に
つ
い
て
は
節
足

動
物
中
の
昆
虫
類
、
十
脚
類
が
中
央

研
究
班
で
研
究
せ
ら
れ
て
搬
表
さ
れ

て
ゐ
る
。
こ
ε
に
農
業
方
面
の
害
虫
、

盆
虫
、
病
源
叉
は
病
源
媒
介
動
物
、

婬
築
上
に
與
へ
る
筈
虫
、
動
物
の
寄

生
虫
等
は
微
に
入
り
細
を
穿
つ
て
研

究
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
台
薩
に
於
て
今
円
迄
に
記
載
さ
れ

た
昆
虫
の
数
は
寳
に
一
萬
五
千
種
の

多
き
に
達
し
て
ゐ
る
。
叉
今
迄
に
記

載
さ
れ
た
台
濁
の
植
物
の
数
は
三
千

六
百
種
ご
云
ふ
か
ら
、
丁
度
台
灘
の

昆
虫
は
植
物
一
柿
類
に
欝
し
て
四
種

類
居
る
こ
ざ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
今
櫃

物
の
歎
の
こ
ε
を
一
寸
巾
し
ま
し
た

の
で
、
御
墾
考
の
爲
め
本
邦
各
地

｝
の
植
物
敷
ご
一
，
方
里
宛
の
種
の
数
こ

の
比
を
書
い
て
見
る
巴
次
の
楼
で
あ

　
　
　
植
物
数
　
　
面
　
晦
脇
雛
吻

…
樺
・
太
　
　
一
千
種
　
　
　
二
、
議
O
O
、
窪
六

千
島
　
七
百
五
十
種
嚇
、
o
＝
o
、
七
讐

北
海
道
千
入
蕩
種
　
　
五
℃
o
蛮
o
、
蓋
四

本
州
　
四
千
種
　
　
西
、
毫
一
〇
、
鳶
四

諸
地
に
比
し
て
一
飽
面
蹟
に
種
類
が
…
三
、
殴
米
に
於
け
る
生
物
學
研
究

豊
密
で
あ
る
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
　
　
班
訪
悶
離
戚
（
一
、
ご
、
三
、
四
回
）

　
台
灘
の
昆
虫
の
舜
布
も
亦
東
洋
隈
［
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
村
　
季
美

黙
脱
羅
耀
鯉
四
蜘
灘
繋
耀
脚

諦
鰯
溜
覆
溜
綿
撰
聡
語
羅
欄
塗
戊
課
購
魏
郎

属
（
穿
量
の
如
き
、
或
は
印
塵
て
　
　
　
鷹
野
墜

及
台
灘
に
産
す
る
キ
シ
タ
ァ
ゲ
バ
属
…
七
，
ブ
イ
ブ
ロ
イ
ソ
に
就
て

（
団
o
ヨ
唱
8
℃
8
鑓
）
の
如
き
は
此
の
地
…
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
賢
一

方
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
一
八
、
撚
の
影
響
　
　
　
野
口
新
太
郎

禦
嘆
羅
綴
琢
灘
殉
堀
六
・
箪
締
壷
穰
欝
施
に
就

り
て
、
世
界
稀
な
る
豊
富
の
生
物
相
二
一
、
鱗
翅
口
昆
虫
に
於
け
る
ソ
イ

を
抱
擁
し
て
ゐ
る
Q
　
　
　
　
　
　
一
　
ジ
ッ
ど
戊
腺
の
形
態
的
槻
察

動
羅
簾
諜
㌶
驚
ご
薪
鍔
澗
滅
に
臨
非
蝿

が
、
要
は
、
學
術
上
台
灘
が
大
な
る
　
　
　
　
　
　
源
田
親
雄

債
値
を
有
し
て
ゐ
る
こ
ε
の
諒
解
を
二
四
、
煙
草
被
害
桑
葉
中
に
舎
有
さ

得
れ
ば
、
そ
れ
で
こ
の
稿
の
願
が
足
一
　
る
、
有
膏
物
質
　
　
三
輸
　
貞
徳

談
話
會
報
告
　
ズ
藷
編
鯉
強
伽
臓
係
牧

　
　
　
　
　
　
　
山
口
定
次
郎
　
　
　
　
　
　
加
美
好
男

六
震
第
二
學
緩
蕃
の
報
幾
、
繊
蝶
よ
る
鐙
鶴
饗
顕

を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
。
、
信
州
に
於
け
る
女
r
募
集
の

或
は
温
鍵
雪
、
或
は
塞
諜
あ
二
。
速
鵜
に
就
て
須
田
↓
二

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
談
話
會
嗣
数
　
　
　
一
〇
阿
・
現
況
　
　
　
　
坂
本
孝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
　
　
　
迂
｝
　
し
｝
・
乏
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
、
　
　
　
　
錘
τ
　
　
こ

奪
て
冗
種
で
陸
馨
馨
の
多
颪
國
千
五
百
和
細
い
碁
。
、
垂

い
誘
が
五
種
身
。
　
繍
春
聯
麩
詑
い
難

　
蠣
蝸
類
は
五
科
十
七
種
で
固
有
種
…
台
灘
　
三
千
六
百
種
一
一
、
三
翌
輔
、
謁
蕊

陥
没
し
だ
．
、
墓
示
す
。
然
し
て
墾
轟
、
宙
支
種
九
種
、
印
度
支
那
憂
上
述
の
勢
ム
赫
が
如
何
に
本
邦

　
融
泓
婆
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
三
　
生
縣
の
6
屑
カ
ー
就
て

講
演
者
数
　
　
ご
八
　
「
　
　
　
　
鐸
m
　
潤

出
席
鐵
－
　
轡
九
二
停
量
醗
フ
ィ
7
ボ
、
エ
艀
ン
詔

ま
襯
及
講
師
は
左
の
通
り
で
あ
り
議
懇
鵯
・
ン
鶉
固
瀧

♂
驚
盤
ご
氣
温
齢
關
鞭
夫
三
四
慰
鰹
ギ
了
馨
潔
灘
興

二
．
毘
独
の
麟
養
に
及
ぼ
す
食
餌
　
一
量
、
銀
河
の
彼
方
（
b
d
。
団
o
巳
費
Φ

　
の
影
響
　
　
　
　
　
尾
藤
　
省
繭
二
｝
　
寓
自
尊
≦
愕
）
　
　
源
田
　
観
雄



昭和七
年

一

月

一

日

千
曲時

報第二十二號
）

三
（

　
針
塚
校
長
還
暦
祀

　
賀
式
に
於
け
る
観
僻

　
　
　
祝
　
詞

今
日
我
々
一
同
の
敬
慕
す
る
針
塚
校

長
先
生
の
還
暦
の
賀
麺
を
催
ふ
し
先

生
ご
奥
様
及
御
家
族
の
方
々
を
御
招

待
し
て
同
窓
生
諸
君
ざ
共
に
職
員
の

全
部
が
打
揃
つ
て
先
生
の
御
覗
を
申

上
げ
る
事
を
得
ま
し
だ
の
は
一
同
の

心
か
ら
悦
ぷ
ご
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

回
顧
す
れ
ば
明
治
四
十
三
年
八
月
先

生
は
四
十
歳
の
澱
測
た
る
元
氣
を
以

て
世
界
に
類
例
な
き
我
校
創
立
の
局

に
當
ら
れ
ま
し
た
最
初
の
創
立
費
が

過
少
で
あ
つ
た
事
ご
世
界
に
類
例
な

き
創
造
の
僑
ご
は
永
い
間
先
生
の
御

苦
勢
を
煩
は
す
種
こ
な
b
ま
し
π
殊

に
多
年
の
根
糠
を
有
す
る
西
ケ
原
の

出
身
者
の
問
に
本
校
の
卒
業
者
を
出

し
て
官
界
實
業
界
に
地
歩
を
獲
得
す

る
把
め
に
は
こ
」
れ
女
の
御
精
…
カ
を
費

さ
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
血
氣
に
は
や

る
我
々
同
僚
の
統
御
に
付
い
て
も
何

程
御
心
配
を
掛
け
た
か
解
り
ま
せ
ん

然
し
先
生
の
御
苦
心
は
決
し
て
無
駄

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
年
々
一
つ

叉
は
二
つ
の
建
物
は
新
築
叉
は
増
築

せ
ら
れ
て
敷
室
の
設
備
は
略
完
成
に

近
づ
き
ま
し
だ
同
僚
の
間
に
も
幾
多

の
博
士
を
出
し
ま
し
だ
卒
業
生
の
中

に
も
ぽ
つ
ぐ
出
來
る
様
に
な
り
ま

し
た
幾
多
の
償
値
あ
る
研
究
論
文
も

校
の
内
外
か
ら
籏
出
し
て
墾
り
ま
し

花
千
二
百
に
鯨
る
卒
業
生
も
次
第
に

各
方
面
に
進
出
し
て
漸
く
自
動
的
就

職
の
域
に
接
近
し
つ
、
あ
り
ま
す
慧

縣
界
に
於
け
る
本
校
の
地
位
も
信
用

も
大
に
高
ま
り
ま
し
た
先
生
も
定
め

し
御
満
足
の
事
ご
思
ひ
ま
す
私
共
も

同
窓
會
の
諸
君
ご
共
に
心
か
ら
悦
ん

で
居
る
所
で
あ
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
此
の
間
に
二
十
有
二
年

の
年
月
は
流
れ
ま
し
だ
先
生
の
頭
に

も
白
髪
が
大
礎
増
え
ま
し
た
私
共
は

あ
り
ま
す
叉
先
生
の
御
租
父
様
も
御

爾
親
様
も
御
長
命
で
御
座
い
ま
し
た

か
ら
先
生
も
亦
必
す
御
長
命
で
あ
ら

ふ
ご
思
ひ
ま
す
職
員
が
同
窓
生
諸
君

ざ
共
に
更
に
古
稀
米
壽
の
賀
鑓
を
催

購灘

興
翫
　
霧

先
生
に
御
會
ひ
す
る
度
に
何
時
も
痛

々
し
い
様
な
戚
じ
ざ
申
請
の
な
い
様

な
氣
が
致
し
ま
す
。
け
れ
こ
も
先
生

は
盒
々
御
元
氣
で
年
々
高
山
を
蹟
渉

せ
ら
れ
肚
蓉
も
な
ほ
及
ば
ざ
る
程
で

繋
難

　

雛
臥
怐
@

　
　
　
　
　

｝

、
’
…

’，

員
會の前＠

ふ
す
思
ひ
を
今
日
此
席
に
列
せ
る
一

同
が
等
し
く
胸
に
浄
べ
て
届
る
事
ε

思
ひ
ま
す
。

想
ふ
に
肚
會
に
於
け
る
事
物
は
肚
會

ご
曲
ハ
に
先
へ
先
へ
こ
潅
帽
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
肚
會
の
進
蓮
に
件
ふ
て

今
後
我
校
の
内
容
を
改
善
充
實
す
べ

き
瓢
も
多
々
あ
る
様
に
思
は
れ
ま
す

本
校
の
前
途
盆
々
多
望
に
し
て
先
生

の
御
力
に
待
つ
べ
き
も
の
が
澤
山
あ

り
ま
す
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は
一

層
御
健
康
ざ
御
保
養
ε
に
御
注
意
な

さ
れ
ま
し
て
百
歳
の
壽
を
保
ち
永
く

ー
我
校
の
充
實
螢
展
の
た
め
に
御

藍
力
せ
ら
る
、
檬
に
心
か
ら
所
つ
て

居
り
ま
す
私
共
職
員
一
同
も
先
生
の

徳
に
あ
や
か
つ
て
氣
分
を
一
新
し
先

生
ざ
一
心
同
体
ご
な
つ
て
及
ぱ
す
な

が
ら
努
力
奮
翻
し
て
永
年
御
引
立
下

さ
い
ま
し
セ
御
恩
の
万
一
を
酬
ひ
た

い
と
思
ひ
ま
す
今
日
は
大
室
も
朗
ら

か
に
晴
れ
わ
た
り
氣
も
澄
ん
で
さ
な

が
ら
先
生
の
御
長
壽
ビ
商
校
の
前
途

を
祝
輻
し
て
居
る
様
に
思
は
れ
ま
す

私
は
淺
學
菲
才
で
代
表
の
器
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
上
席
の
故
を
以
て
敢
て

職
員
一
同
に
代
つ
て
賀
僻
を
申
上
げ

先
生
の
尊
歳
を
御
所
り
致
し
ま
す
。

　
昭
和
ム
ハ
生
T
十
一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
職
員
代
表

　
　
　
　
　
　
　
阿
形
　
輝
司

簸
縣
科
學
講
演
會
出
席
者

　
　
　
　
　
　
　
慧
　
　
孫
　
　
紡

　
一
回
　
　
　
十
一
人
　
四
　
　
G

　
二
　
　
　
　
十
一
　
　
五
　
　
一

　
三
　
　
　
　
　
　
⊥
ハ
　
　
⊥
ハ
　
　
三

　
五
　
　
　
　
　
七
　
　
〇
　
　
一

　
山
ハ
　
　
　
　
　
⊥
ハ
　
　
三
　
　
　
一

　
七
　
　
　
　
　
六
　
　
二
　
　
〇

　
八
　
　
　
　
　
四
　
　
一
　
　
一

　
九
　
　
　
　
　
九
　
　
三
　
　
〇

　
十
　
　
　
　
　
一
　
　
五
　
　
〇

十
一
　
　
　
　
　
一
　
　
〇

十
二
　
　
　
　
五
　
　
六

十
三
　
　
　
　
　
十
一
　
　
二

十
四
　
　
　
　
　
八
　
　
〇

十
五
　
　
　
　
七
　
　
二

十
六
　
　
　
　
　
十
　
　
六

十
七
　
　
　
　
十
二
　
　
四

十
八
　
　
　
　
十
九
　
　
四

計
　
　
　
百
三
十
七
　
五
十
八
　
十

｛
灘
絡
計
藷
隅
耕

一
．
毫
灘
へ
の
初
族
（
其
の
三
）

　
　
　
　
　
　
　
李
田
　
清
親

【
桃
園
M
毫
北
よ
り
七
哩
桃
園
郡
役
厨

の
所
在
地
で
あ
つ
て
蕃
境
覗
察
に
好

適
地
な
る
。

「
角
板
山
」
は
桃
園
軌
遁
會
肚
の
自
動

車
叉
は
毫
車
に
よ
り
（
片
道
五
五
銭
）

大
漢
街
（
三
里
三
〇
町
郡
役
所
々
在

地
）
に
至
り
、
更
に
五
里
三
〇
町
塁
車

（
一
圖
六
〇
銭
）
に
搭
し
五
時
間
に
じ

て
達
す
る
の
で
あ
る
。
角
板
山
は
番

地
開
登
の
基
本
で
あ
つ
て
一
千
四
百

尺
の
吉
室
地
を
爲
し
極
め
て
幽
閉
枕
頭

山
、
挿
天
山
は
共
前
後
に
讐
へ
大
糎

嵌
漢
の
源
流
は
数
百
初
の
眼
下
に
綜

の
如
く
細
く
園
饒
し
て
流
れ
て
居
る

こ
の
書
幅
の
間
を
蕃
人
が
去
來
す
る

さ
ま
は
眞
に
大
古
其
儘
で
あ
る
Q
嘗

て
秩
父
宮
Q
高
松
宮
。
朝
香
宮
。
近

く
は
東
伏
見
宮
妃
殿
下
の
御
成
に
な

つ
た
所
で
貴
賓
館
、
敷
育
所
（
｛
番
重

を
敢
育
す
る
所
即
ち
内
地
の
小
學
校

に
必
適
す
）
物
ロ
里
父
換
所
等
が
あ
る
o

「
水
流
東
三
井
製
茶
工
場
し
大
漢
よ
り

角
板
山
へ
の
途
中
約
三
里
の
所
に
あ

る
。
大
正
十
五
年
工
費
二
十
＝
禺
圓

を
投
じ
把
る
建
造
に
か
、
り
、
建
坪

五
〇
〇
坪
最
新
式
の
機
械
で
あ
つ
て

一
日
の
製
茶
能
力
二
萬
五
千
斤
、
昭

和
三
年
に
烏
龍
茶
及
び
紅
茶
約
四
Q

萬
斤
を
製
造
し
て
居
る
Q
」

【
新
竹
蜜
量
北
を
距
る
四
九
哩
約
二
時

間
新
竹
州
磨
の
所
在
地
で
あ
つ
て
人

ロ
約
三
萬
七
千
北
部
に
於
け
る
、
椹

要
市
街
で
あ
る
停
車
蕩
の
西
南
約
二

十
三
町
牛
哺
山
に
北
白
川
宮
殿
下
が

露
螢
を
張
ら
れ
た
る
御
遺
跡
が
あ
る

車
中
よ
り
之
を
拝
す
る
ご
ざ
を
得
。

【
苗
栗
】
竹
南
よ
り
分
岐
し
π
る
台
中
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二十二

｝
號

，
千

曲時報
昭

和
七

年
一

月
一

冠

線
に
在
り
（
竹
南
騨
に
て
台
中
線
ε

海
岸
線
に
券
岐
し
更
に
南
王
田
に
至

り
て
連
絡
す
目
下
小
生
の
居
住
地
清

水
街
は
海
岸
線
清
水
騨
附
近
一
帯
に

し
て
大
甲
郡
役
所
の
所
在
地
な
り
伺

地
よ
り
台
中
市
へ
は
汽
車
自
蠕
勤
齋
㍗
至

便
に
し
て
約
一
時
間
に
て
達
し
得
）

街
は
停
車
傷
よ
b
約
二
十
町
郡
役
所

の
所
在
地
、
こ
の
騨
下
車
の
要
は
日

本
石
油
株
式
會
趾
台
灘
鑛
業
所
の
石

油
抗
親
察
の
爲
で
あ
る
台
車
約
十
二

三
哩
に
し
て
出
磧
坑
に
着
く
、
後
瀧

漢
の
右
岸
に
欝
ゆ
る
山
嶽
が
即
ち
石

油
坑
隔
で
あ
る
。
已
に
二
十
有
徐
の

坑
井
を
難
ち
セ
る
が
其
最
も
産
出
油

量
の
多
き
は
十
八
號
で
あ
る
、
伺
現

に
試
掘
の
も
の
多
く
將
來
探
油
の
多

量
期
い
ピ
し
て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ

る
o

馨
量
中
M
藁
北
よ
り
百
五
哩
台
灘
の
中

央
部
で
あ
つ
て
、
入
口
約
四
萬
四
千

台
中
州
臆
の
所
在
地
で
あ
る
市
街
は

内
地
式
洋
式
の
婬
物
多
く
帝
國
製
糖

株
式
會
杜
（
膵
の
東
五
町
）
青
果
會

祇
、
芭
蕉
槍
査
所
が
あ
る
附
近
は
季

坦
且
つ
肥
沃
の
田
野
で
あ
つ
て
、
台

灘
主
要
の
米
産
地
で
叉
全
島
的
に
芭

蕉
市
瘍
ご
し
て
有
名
で
あ
る
。

【
台
中
公
園
鰯
市
の
東
端
に
ゐ
り
朋
治

三
十
五
年
初
め
て
之
を
造
り
、
更
に

四
十
一
年
に
規
模
を
傭
大
し
娘
水
を

穿
ち
休
憩
班
を
設
け
面
目
を
一
新
し

把
園
内
に
台
中
紳
肚
が
あ
る
。
公
園

巴
し
て
は
台
澱
に
於
け
る
雄
な
る
も

の
で
あ
る
。

螺
趨
難
諜
輪
遡

の
次
で
あ
る
、
台
中
騨
裏
手
に
あ
つ
｝

蔦
勘
荷
さ
れ
て
内
地
及
び
島
内
に
喩
…
邊

｝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

陥
二
水
園
蔓
北
よ
り
囲
三
七
哩
集
々
線

蛎
分
岐
騨
で
、
新
高
山
、
日
月
潭
、

藁
務
肚
に
行
く
に
は
此
腱
で
乗
換
へ
る

一
の
で
あ
る
。

　葡
新
高
山
M
諸
瑠
の
御
承
知
の
如
く
海

一
抜
一
萬
三
千
七
十
五
尺
本
邦
第
一
の

…
高
峰
で
あ
つ
て
集
々
線
水
裡
坑
騨
が

…
其
の
登
山
の
入
口
で
あ
る
、
新
高
郡

一
役
所
（
集
々
庄
）
の
入
蕃
許
可
讃
は

扉
持
す
べ
き
で
あ
る
。

丙
日
月
潭
園
新
高
郡
魚
池
庄
に
あ
る
二

．
水
騨
よ
り
、
集
々
線
の
終
黙
外
車
程

に
降
り
更
に
五
城
迄
台
車
に
て
一
時

皿
日
尊
の
形
の
口
潭
ざ
月
輪
の
形
の
月

　
瀾
ご
が
相
接
し
て
駈
謂
日
月
潭
を
成

↑
す
の
で
あ
つ
て
海
抜
二
千
四
百
尺
水

証
大
山
、
大
尖
山
等
の
山
々
に
園
ま

皿
れ
把
風
光
朋
媚
な
る
台
瀬
第
一
の
湖

…
燗
?
j
@
麓
慕
璽

笈
で
あ
つ
て
八
景
の
一
で
あ
る
・
湖

藩
に
猫
木
船
を
浮
べ
て
漁
り
し
て
居

る
原
始
の
姿
は
太
古
其
ま
、
の
景
で

あ
る
。
湖
の
東
岸
に
約
三
十
の
蕃
家

…
が
懸
見
す
る
蕃
人
の
杵
歌
は
こ
の
地

㎝
の
名
物
で
あ
つ
て
之
を
所
望
す
る
ε

一
二
十
人
徐
b
の
婦
女
が
集
つ
て
長
短

…
各
種
の
杵
で
庭
先
に
あ
る
臼
の
様
な

…
石
を
打
ち
な
が
ら
、
い
ε
も
哀
調
を

…
帯
び
π
聲
を
張
り
上
け
て
節
面
白
く

一

唄
ふ
杵
の
昔
は
谷
間
に
こ
だ
ま
し
て

唄
の
聲
ど
共
に
湖
面
に
流
れ
込
む
も

の
で
あ
る
月
の
夜
湖
邊
に
停
む
て
之

を
聞
’
く
時
何
ε
も
云
へ
隔
一
種
の
紳

秘
葱
戚
じ
吾
仙
境
に
あ
る
の
思
ひ
を

て
開
市
日
に
は
山
積
さ
れ
陀
芭
蕉
實
な
す
。

が
夫
々
の
等
級
に
分
把
れ
、
機
敏
に
…
　
　
　
　
　
　
（
次
號
に
績
く
）

謹
賀
新
年

松
本
市
外
帥
田

　
　
水
城
　
孝
勇

謹
賀
新
年

　
　
　
　
宮
城
縣
百
…
理
獄
業
學
校

　
　
　
　
　
・
近
藤
　
正
己

謹
賀
新
年

石
原
　
石
司

　
滋
賀
縣
獄
糸
課

謹
賀
新
年

営
城
縣
伊
具
農
鑓
學
校

　
　
細
　
川
　
　
護

謹
賀
新
年

農
林
省
獄
業
課

　
　
原
田
　
兵
衛

謹
賀
新
年

　
　
　
　
碧
手
縣
獄
業
取
締
班

　
　
　
　
一
ノ
嗣
支
所

　
　
　
　
　
　
荻
原
　
幸
胤

謹
賀
噺
年

　
　
　
　
水
戸
農
學
校

　
　
　
　
　
　
原
田
　
種
鞭

謹
賀
新
年

水
戸
農
學
校

　
　
橋
　
本
　
　
廣

喪
中
に
付
年
賀
訣
禮
　
　
謹
賀
新
．
年

　
　
　
　
長
野
縣
獄
業
試
鹸
協
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
邸
府
外

　
　
　
　
本
霧
　
　
　
一
　
綴
璽
遊
所

　
　
　
　
　
　
上
林
多
兵
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
澤
　
　
茂

謹
賀
新
年

　
　
　
　
京
都
府
加
佐
鄙
中
筋
村

　
　
　
　
郡
暴
舞
鶴
工
協

　
　
　
　
　
　
太
田
　
良
信

謹
賀
新
年

長
野
縣
九
子
農
商
學
校

　
　
浦
山
　
藤
吉

謹
賀
新
年

　
　
　
　
長
野
縣
東
筑
謄
農
學
校

　
　
　
　
　
　
片
岡
清
治
郎

㎝

　
　
　
　
供
班
　
岡
縣
策
筑
繰
郡
魏
尻
町
穴
門

謹
賀
新
年

　
　
　
　
朝
鮮
李
安
道
原
獄
種

　
　
　
　
製
造
駈

彫
．
　
，
内
田
憲
治

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
鮮
畢
簗
艀
）

謹
賀
新
年

　
　
　
　
松
本
市
農
林
省
慧
業
試

　
　
　
　
瞼
瘍
松
本
出
張
所

　
　
　
　
　
　
淺
野
　
清
志

謹
賀
新
年

長
崎
　
縣
鷹

　
　
坂
田
　
榮
雄

謹
賀
新
年

　
　
　
　
帝
國
人
造
絹
孫
株
武
曾

　
　
　
　
魁
贋
鵬
工
筋

　
　
　
　
　
　
林
部
源
三
郎

　
　
　
（
肉
宅
廣
島
市
南
竹
燈
町
二
四
〇
）

謹
賀
新
年

　
　
　
　
長
野
縣
獄
業
取
締
所
飯

　
　
　
　
田
支
所

　
　
　
　
　
　
永
　
田
　
　
箏

門

謹
賀
新
年

　
　
　
　
鹿
見
島
縣
立
伊
佐
農
林

　
　
　
　
學
校

　
　
　
　
　
　
櫻
井
吉
利

謹
賀
新
年

　
　
　
　
丘
ハ
庫
臓
鞠
城
櫨
川
轍
岬
口
H
古
阿
町

　
　
　
　
郡
是
製
縣
江
原
工
傷

　
　
　
　
　
　
和
田
　
虎
三

謹
賀
新
年

　
　
　
　
朝
鮮
忠
清
北
滋
清
州

　
　
　
　
獄
業
取
締
所

　
　
　
　
　
　
櫻
林
　
幸
雄

謹
賀
新
年

鹿
兜
島
高
等
農
林
學
校

　
　
木
脇
寅
熊

謹
賀
新
年

埼
玉
縣
立
熊
谷
農
學
校

　
　
齋
藤
　
絡
次

，
ぎ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唾
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曲
時

険幸
曜

和
七

年
　

月

一

日

㎜
京
都
（
藷
回
）
，

の

…
　
　
　
　
　
碓
　
　
氷

㎜
　
－

　
　
　
へ
　

じ
　
　
　
へ

　
　烽
ﾌ
輸
出
再
禁
止
が
行
は
れ
π
そ

灘
驚
腸
額
繍
臓
撮
調
瑠

　
ラ
リ
↓
ン
や
ζ
に
は
倒
に
な
つ

｝
だ
つ
て
出
來
や
し
な
い
。
夢
に
で
も

見
る
位
が
關
の
山
だ
が
、
こ
ち
ビ
ら

・
に
は
そ
の
夢
さ
へ
見
る
こ
巴
が
出
來

ぬ
。

　
近
頃
や
だ
ら
に
物
債
が
騰
る
。
俺

　
の
や
う
な
安
月
給
取
は
物
慣
の
あ
が

　
る
把
び
に
苦
し
く
な
る
。
物
儂
の
高

鳳
い
頃
月
給
取
に
な
つ
て
ゐ
れ
ば
、
…
從
、

㌻
て
月
給
も
捌
倉
高
い
か
ら
、
少

｝
し
位
は
物
償
が
騰
貴
し
て
も
へ
こ
π

れ
澱
だ
ら
う
巴
時
々
考
へ
る
。

　
金
輸
出
再
禁
止
が
行
は
れ
費
か
ら

署
な
ら
ぬ
饗
金
の
蟄
纂

．
止
を
＝
†
回
や
つ
花
つ
て
景
氣
が
出
　

て
來
る
も
の
か
。
最
近
の
ア
メ
リ
カ

の
景
氣
を
見
ろ
。
黄
金
の
國
を
以
て

自
ら
任
じ
て
ゐ
た
ア
メ
リ
カ
が
金
本

位
制
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
状

阿
態
に
立
ち
至
つ
て
ゐ
る
・
ぢ
ゃ
な
い

ゆ

　
か
[
い
ふ
わ
け
だ
゜

　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
f

　
寒
さ
が
ひ
ご
い
が
体
の
工
倫
は
こ
の
あ
把
り
か
ら
三
條
の
あ
だ
b
泡
雪

丁
だ
。
　
　
　
　
ビ
暴
は
れ
て
ゐ
・
の
を
欝
で
も

㎝
幽

脳

㎜
家
に
・
い
つ
も
の
や
う
皐
和
な
生
き
度
い
愚
つ
て
ゐ
ま
す
・
近
々
の

活
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
だ
ら
う
ざ
思
ひ
一
う
ち
に
東
京
へ
出
て
來
る
や
う
な
こ

「
ま
す
・
御
勉
強
の
方
は
噂
に
よ
り
ま
『
は
み
b
ま
せ
ん
か
。
來
π
ら
是
非

㎜
す
ご
大
攣
進
行
し
て
ゐ
る
ε
の
こ
ε
一
寄
つ
て
下
さ
い
。
銀
座
位
は
御
案
内

｝
で
す
が
、
さ
う
し
把
勉
強
に
全
く
門

卯
漢
穫
は
、
慈
そ
の
㌻
な
噂

…
を
聞
く
の
み
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て

ボ
さ
う
し
陀
噂
を
聞
ー
こ
ざ
は
嬉
し

｝
い
こ
ざ
で
す
。

　

…
　
時
々
U
が
京
都
へ
行
く
さ
う
で
す

　

｝
が
、
お
逢
ひ
の
際
に
は
多
分
僕
の
悪

へ

…
口
が
出
る
だ
ら
う
ご
思
ひ
ま
す
が
、

　

一
U
も
随
分
鷺
の
悪
い
男
で
す
か
ら
除

「
程
割
引
し
て
聞
い
て
下
さ
い
。

「
こ
の
頃
東
京
へ
は
チ
ラ
チ
デ
雪
が

　

鷹
灘
盤
藻
鱗
惣
勘
瓢

…
が
出
な
か
つ
花
さ
う
で
す
。
京
都
は

　

…
こ
う
で
す
。
京
都
ざ
い
ふ
ざ
こ
ろ
は

へ

㎝
随
分
寒
い
ざ
こ
ろ
で
し
た
ね
。
殊
に

…
叡 R
か
ら
吹
き
下
す
風
ご
來
た
ら
、

…
痛
い
ほ
ご
つ
め
た
い
．
風
で
し
た
ね
o

…
僕
は
雪
の
チ
ラ
チ
ラ
す
る
日
に
は
き

…
ま
っ
陀
楼
に
京
都
の
雪
を
思
ひ
出
し

「
ま
す
。
殊
に
同
じ
京
都
へ
雪
が
降
る

箭
場
合
で
も
、
京
都
騨
の
あ
だ
り
で
は

、
全
然
雪
の
姿
を
見
な
い
の
こ
、
大
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

つ
て
か
ら
二
冬
を
東
京
で
逸
る
こ
嫁
，
　
い
ま
ご
ろ
は
圃
膓
へ
蒔
い
把
研
究

目
に
な
b
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
用
の
燕
嬰
が
鯨
程
成
長
し
て
ゐ
る
こ

　
　
･
非
一
度
京
部
へ
行
つ
て
見
把
い
巴
で
せ
う
。
そ
れ
が
成
長
し
て
蜜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
経
鹸
し
ま
し
把
が
、
そ
の
や
う
な
京

N
氏
へ
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
な
ら
で
は
見
ら
れ
漁
鱗
の
姿
ま
で

ざ
う
で
す
僕
は
も
う
。
京
都
を
去
思
ひ
出
し
て
ゐ
ま
す
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
の
な
か
正
月
を
し
把
輩
こ
ろ
で
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ま
ら
な
い
ぢ
や
な
い
か
ね
。
京
都
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
人
間
ε
來
陀
ら
正
月
が
來
る
ご
塚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
か
り
引
つ
込
ん
で
ゐ
て
年
始
廻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
っ
し
な
い
ぢ
や
な
い
か
ね
。
勿
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
始
廻
り
の
や
う
な
や
ぼ
く
さ
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
を
今
更
し
だ
方
が
い
、
な
ご
ε
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
の
ち
な
い
が
、
兎
に
角
京
都
は
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氣
が
な
く
て
、
少
く
こ
も
僕
は
京
都

｝
ピ
7
し
て
　
す
の
護
だ
禦
万
響
聯
ひ
灘
罷
錘

内
だ
け
で
す
が
。
　
　
　
…
だ
。
活
氣
に
寓
ん
だ
女
性
F
ち
や
ん
．

ヨ
ち
や
ん
↑
　
　
藤
驕
倣
鍔
蒲
甥
都
強

…
手
紙
拝
見
。
さ
う
だ
ね
。
叉
正
月
る
ε
心
配
だ
よ
。

｝
が
京
る
ね
ゆ
勿
論
僕
だ
つ
て
年
の
幕
　
　
時
把
ま
東
京
へ
出
て
來
て
東
京
の

の
氣
分
も
起
き
な
け
れ
ば
正
月
の
氣
グ
〃
グ
〃
動
い
て
ゐ
る
氣
分
に
接
す

分
も
起
き
な
い
よ
。
で
も
年
の
幕
ε
…
る
こ
ご
は
、
少
く
ε
も
F
あ
や
ん
に

縮
懸
繍
馨
難
は
鰻
躁
膀
撫
色
い
月

“
る
こ
ざ
が
折
々
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
見
草
に
キ
ッ
ス
す
る
こ
ざ
も
よ
か
ら

へ露
麟
誰
欄
猟
踊
黙
鰻
凱
辣
甥
蝿
霧
膿
哉
墾

…
角
、
F
ち
や
ん
が
こ
の
正
月
は
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
れ
ざ
も
、
僕
の
F
ち
や
ん
に
要
求
す
へ

…
へ
來
る
こ
ご
を
樂
し
み
に
し
て
ゐ
並
る
ε
こ
ろ
は
、
そ
ん
な
安
禦
セ
ζ

砺
碁
舗
燃
勲
駒
殺
匹
9
融
伽
翻
轡
雑
鎚
砂

ぞ
・
僕
の
や
う
に
異
性
に
恵
ま
れ
澱
や
ん
の
い
ふ
や
う
に
動
い
て
ゐ
る
。
．

男
は
、
把
ε
ひ
そ
れ
が
こ
ん
な
種
類
そ
の
動
い
て
ゐ
る
時
代
に
相
慮
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
を
建
設
す
る
こ
ε
だ
Q
F
ち
や

の
異
性
で
あ
つ
て
も
異
性
が
尋
ね

一
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
自
ら
が
安
儂
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
蔽嵭
V
纏
餐
射
継
鐘

悪
霞
穆
跡
籍
舗
翼

し
て
F
ち
や
ん
の
や
う
な
女
性
で
あ

つ
て
見
れ
ば
ね
。
ざ
う
だ
ね
。
思
ひ

切
つ
て
や
つ
て
來
な
い
か
。
僕
も
金

が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
逡
つ
て
あ
げ
る

が
、
い
ま
の
冠
こ
ろ
全
く
ざ
う
に
も

一
な
ら
松
。
年
賀
状
さ
へ
書
く
除
裕
を

　
奮
把
澱
状
態
だ
か
ら
ね
。

…
出
て
來
な
い
か
。
僕
が
F
ち
や
ん
へ

…
の
話
は
麺
間
や
二
週
間
で
は
し
つ

｛
く
せ
な
い
ほ
こ
持
つ
て
ゐ
る
や
う
に

患
は
れ
る
。

　
風
を
引
い
ち
や
駄
同
だ
よ
。

　
元
氣
で
ゐ
る
こ
巴
。

　
　
　
（
一
九
三
一
、
一
二
、
一
八
〉

　
　
學
校
だ
よ
り

㎝
　
　
　
Y
　
K

｝
　
筆
者
は
兎
角
無
籾
で
い
つ
で
も
ζ
の
報
膏
奪

…
　
一
度
に
幣
め
て
擬
い
て
は
轡
い
て
家
た
が
此
の

　
切
綱
賄
ま
つ
た
年
の
馨
に
術
に
も
無
く
蒲
氣
を

　
し
た
た
め
に
原
稿
の
訓
盗
が
〆
切
期
日
遽
に
間

　
に
合
は
無
く
な
つ
て
了
っ
た
o

　
典
所
で
實
際
問
題
と
し
て
已
む
な
く
十
一
月

　
十
二
月
を
ひ
と
括
る
め
に
し
て
端
折
つ
て
獅
報

　
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
ζ
と
畿
お
・

　
詑
び
ナ
る
。

　
十
月
初
旬
母
校
辮
論
部
委
員
七
八
名
が
南
信

　
の
攣
綾
工
場
を
講
演
し
て
廻
は
り
各
地
の
同
窓
・

　
に
火
墜
御
厄
介
に
な
つ
た
、
典
の
報
告
を
儒
し

　
忘
れ
た
所
墾
員
か
ら
時
に
渥
憲
が
あ
つ
た
か
ら

　
後
れ
ば
せ
乍
ら
御
報
倫
盈
し
識
ん
で
御
好
遇
龍
・

　
黒
謝
す
る
、
夫
わ
は
さ
て
お
い
て
此
璽
菓
同
窓

藷
襯
を
よ
り
多
く
難
さ
せ
る
｝

　
僕
は
F
ち
や
ん
が
盆
々
い
は
ゆ
る

＝
尽
都
式
女
性
に
縛
陶
し
て
、
お
上
晶

　
な
女
性
に
建
設
さ
れ
て
ゐ
る
だ
ら
・
Z

｝
ε
思
ふ
ご
把
ま
ら
な
い
o

…
　
あ
ん
な
京
都
の
正
月
の
や
う
な
張
皿
　
兎
に
角
都
倉
を
し
て
一
度
東
京
へ
｝
於
て
射
礁
が
行
は
わ
た
、
職
風
最
寓
貼
三
＋
お

　
の
滑
息
に
依
る
と
典
の
辮
論
は
不
幸
に
し
て
大

　
し
て
成
功
し
て
贋
な
か
つ
た
、
火
倉
高
商
や
颯

　
郡
丈
雄
辮
論
部
綿
の
遊
醗
後
で
あ
つ
た
か
ら
で

　
も
あ
ら
う
が
辮
臨
伽
を
き
い
た
中
酸
ワ
齪
・
校
の
趨
一
虚
叩

　
よ
り
来
だ
不
昧
か
つ
た
と
は
ち
と
手
痛
い
酷
罰

　
と
思
ふ
が
他
山
の
石
匙
に
興
倫
…
を
書
い
て
見
．

　
た
。

　
十
一
月
一
日
に
上
田
市
瀞
グ
ラ
ン
ー
3
で
上
田

　
小
微
、
市
晋
年
醐
及
び
母
校
四
組
の
馳
上
競
技
一

　
が
あ
つ
て
獄
鄭
ぱ
騰
倒
的
な
褐
貼
を
以
で
噺
然

　
他
の
三
者
を
リ
ー
ド
し
、
欝
長
杯
を
獲
微
し
な

　
（
母
校
三
九
、
上
田
二
五
　
小
鷲
＝
二
、
膏
礁
イ

　
一
〇
）

　
胴
…
治
㎜
脚
愉
問
の
競
技
大
曾
に
剣
艦
週
曲
郡
か
ら
一
母
坤
慣

　
を
代
表
し
て
町
野
巖
氏
（
獄
三
）
が
出
席
し
、

一

　
畳
野
縣
代
表
と
し
て
母
校
ピ
ン
溝
ン
部
か
ら
楊

…
田
鰍
氏
露
三
）
が
餌
席
し
た
、
笙
圓
職
で

噌
　
二
庸
と
も
敗
愚
し
た
が
鵬
…
職
よ
く
カ
め
彼
橘
…
の

一
あ
る
所
だ
け
は
充
分
認
め
ら
れ
た
。

…
　
蓮
鋤
デ
ー
に
は
全
校
畢
つ
て
丸
子
射
繋
掲
腸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
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九
（

聯踊聯
脚購蹴

“

“咄
瞭

…
騨 岬

貼
の
殊
勤
者
続
績
の
奮
贅
三
醤
回
る
の
を
開
い
て
慰
か
㌘
雅
の
騨
を
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
韓
し
て
居
る
紡
鍾
中
切
断
に
よ
つ
て
出
ま
っ
た
　
　
籍
に
御
披
露
す
る
と
「
良
い
と
噸
あ
る
融
稜
と

　
錘
を
瞬
昨
に
焚
見
す
る
あ
の
ヵ
が
う
ま
く
的
に
「
悪
い
と
噸
あ
る
松
高
と
の
各
々
の
成
績
は
桀
外

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
茎
　
旺
　
　
　
、
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
摯
　
　
　
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
ρ
、
　
』

罪

當
つ
た
た
め
だ
と
云
識
罰
小
7
だ
　
澤
・
μ
の
豫
儲
…

將
校
は
あ
る
が
何
れ
も
灘
色
無
し
で
あ
る
〇

　
二
つ
の
有
釜
な
馴
外
講
演
が
母
校
講
堂
に
於

て
行
は
れ
た
、
　
一
は
、
「
満
蒙
の
壌
情
」
と
題
し

貴
族
院
議
員
赤
池
濃
氏
に
よ
り
、
　
一
は
「
世
界

不
況
と
我
が
國
民
の
羅
悟
」
と
題
し
帝
大
教
授

｝
だ
つ
た
」
と
炎
陶
騨
官
力
彊
近
に
洩
ら
し
た
と

云
ふ
こ
と
で
あ
る
o

　
箏、

な
・
ヂ
・
・
の
・
イ
・
ル
爽
地
・
濯
鑑
　
　
　
　
　
　
　
膏
掘
俊
矧
警
孟
幕
艀
蓋

　
－
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
｛
　
　
・
f
・
　
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
の
ノ
　
　
　
　
　
　
｝
馳
ー
　
　
ー
　
　
　
　
F
朔
孫
菱
こ
B
　
　
ナ

輝

塾
と
し
摯
べ
き
も
の
題
る
プ
濃
…
編
輯
室

に
し
て
引
塚
先
止
の
近
影
と
先
受
の
近
桑
「
蘭
」

の
色
瓢
が
粥
げ
ら
わ
ロ
つ
雌
血
の
も
の
し
た
究

止
の
御
還
胚
を
隙
ほ
ぐ
．
十
一
丈
字
が
四
五
首

　
十
二
月
に
入
つ
て
校
内
に
ス
ト
ー
ブ
が
配
置
．
飾
ら
れ
て
あ
る
、
針
塚
先
生
の
書
に
就
い
て
は

さ
れ
た
、
本
年
の
晩
秋
の
ヒ
田
の
氣
候
け
珍
ら
㎝
天
下
陀
静
の
あ
る
所
て
あ
る
が
轟
の
銀
策
に
蕊

し
い
暖
か
さ
と
云
ふ
て
よ
ろ
し
い
、
う
ら
ら
か

な
小
春
口
和
が
纈
い
て
小
さ
な
火
鉢
て
足
り
た

土
方
成
藁
檸
士
に
依
る
も
の
て
あ
る
、
赤
池
氏
　
　
世
界
も
ス
ト
ー
ブ
が
出
て
楽
る
と
急
に
冬
の
前

は
上
田
か
ら
約
一
里
北
し
た
埴
利
郡
南
條
討
の

御
田
身
で
今
回
貴
族
員
議
員
と
し
て
現
地
を
只

に
覗
祭
せ
ら
れ
た
其
の
マ
ザ
ー
と
生
き
た
醜

禦
談
て
あ
り
、
土
方
檸
士
は
赦
近
駄
米
の
覗
婆

を
務
つ
た
許
り
の
折
講
蹴
朝
即
者
で
…
凹
界
紳
沸
動
揺

の
目
撃
者
で
あ
り
何
れ
も
時
局
重
穴
な
問
題
に

測
し
相
常
深
い
認
識
を
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
を
盛

謝
し
た
。

…
奏
曲
か
と
も
思
は
れ
て
刑
園
の
風
物
が
と
り
わ

「
　
け
シ
ン
ミ
リ
と
し
て
く
る
o

｝瓢
灘
灘
職
繋
舗

　

｝
十
田
吼
か
ら
厚
い
朴
曲
の
下
駄
を
曳
き
ず
つ
て

…
再
・
窒
き
廻
つ
藁
箸
磐
ぞ
奮

…
金
の
無
い
時
と
同
じ
や
う
な
瀦
託
勢
湯
壁

　
十
一
月
廿
二
買
の
午
前
は
士
田
市
公
會
堂
に
｝
り
が
足
ど
り
も
急
が
し
く
下
宿
を
さ
し
て
蹄
っ

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
て
本
會
々
員
並
に
賛
助
員
（
現
教
職
員
）
よ
皿
　
て
行
く
、
そ
れ
で
も
リ
ユ
ツ
ク
サ
ツ
ク
や
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
成
る
劃
塚
先
生
の
覗
歴
脱
賀
倉
午
後
一
町
よ
・
－
を
机
遊
に
列
べ
琳
々
之
を
愛
旗
し
て
は
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
偲
校
燈
に
於
て
集
五
圓
代
議
員
會
廿
三
ロ
、
．
ト
に
眼
を
移
し
て
居
る
所
が
如
何
に
も
雌
止
ら

　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仕
四
ロ
は
講
淡
脅
が
開
催
さ
れ
た
、
灘
四
ロ
些
し
い
。

体
日
て
は
無
か
つ
た
が
持
に
學
止
に
も
聴
講
さ

せ
る
貴
味
で
學
業
は
一
1
1
休
校
と
な
つ
た
、
講

紫
の
シ
ヤ
ン
デ
リ
ア
、
暖
一
房
裟
既
等
け
添
木
だ
小
ル

成
し
て
屑
な
か
つ
た
が
け
絞
當
局
の
好
惹
に
よ

　
緊
繍
整
理
の
継
夙
は
舐
校
丈
を
桃
源
境
に
は

残
し
て
く
れ
な
い
、
矢
張
り
人
員
の
整
理
は
一

割
だ
と
沢
ふ
喉
が
立
つ
、
そ
し
て
趣
旨
と
し
で

嵩
給
畳
思
給
班
と
あ
る
か
ら
少
く
と
屯
恩
給
に

つ
て
急
探
間
に
合
け
せ
て
質
つ
た
、
　
嚇
日
の
照
∵
　
な
ら
な
い
あ
ゐ
り
の
爵
筋
に
は
保
誰
が
あ
”
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
料
余
拾
五
測
…
晦
て
あ
る
、
此
等
も
み
な
摩
校
…
う
だ
、
誰
も
慶
め
得
ら
れ
な
い
け
ふ
此
頃
の
霜

の
好
恩
に
な
る
も
の
で
あ
る
o
　
　
　
　
　
　
　
　
n
価
れ
に
憂
¶
列
慶
め
ね
ば
な
ら
ぬ
庸
蛸
命
∴
陶
な
必
…
黙

　
講
置
旛
の
論
に
よ
る
と
講
堂
の
大
い
さ
と
云
　
性
が
一
大
鐡
槌
と
し
て
將
に
下
ら
ん
と
す
る
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
反
鰹
と
鋏
ひ
照
明
と
云
ひ
頗
る
恰
好
の
出
來
　
　
前
共
所
に
憂
欝
な
噸
吟
の
止
ま
る
る
の
は
無
迎

榮
え
で
嚢
に
話
し
良
い
と
の
ζ
と
で
あ
る
、
「
も
無
い
・
・
て
脅
う
、
今
嚢
は
張
り
っ
め

之
は
必
ず
し
も
シ
ヤ
ン
デ
リ
ア
代
の
騰
と
云
ふ
　
ら
れ
た
氷
の
様
な
艀
け
さ
で
は
あ
る
が
其
の
下

ば
か
O
で
は
艦
川
い
の
だ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡
帆
み
’
に
は
硬
直
し
た
動
き
の
と
わ
な
い
生
活
鷹

　
之
が
終
っ
て
旧
も
無
く
査
閲
が
あ
つ
た
、
帥
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